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エンレイソウ属のグノムと倍数性IV.
退色反醸によるゲノム分析*

芳賀主主，倉林正尚

〈低滋科書芦研究所 生物事部門〉

。昭和 22年 11月受理コ

。OCに近い低い温度保件で核分裂が行われると，染色櫨D特定の部分が細くなり色素に染ら
なくなる.との現象は， 1938年に Dar1ingtonと LaCourの共同炉問Kよって始めて報

告されたものである.そり後，との現象にづいては，同じ研究者(1940，1941) vcよる二つの

研究と Geitler(1940)の小観察が報告されている.それらの研究によると，細くなり染らゑ

く汝る部分は遺侮的に不活性な部分で，低温環境では核酸D生産が低下し生産された摂醗はそ

れと結合力の強い畏正染色質の部分にのみ集積ナる.その結果としてとの特殊な反臆が現われ

ると説明されている.

低温鹿理に劉ナる染色鰹のとり反態~，われわれは退色反躍というととにナる.題色反臆そ

のものの本質について，なお解明すべき多くの問題が残されているのであるが，との報告では，

i藍色反臆の一定住を利用した倍数種のと戸ノム分析に問題の範圏を限定ナるとととナる.

エシレイツウ麗には，現在六種の植物が知られており，その鰭細胞染色睦数は下に示ナ如く

5を基本数とずるこ{音，三倍，四倍および六倍の…濯の倍数系列をなしている.倍数種のゲノ

植 物 染色樫数 染色髄針合 ゲノム構成

ォ、パナノエンレイソウ 10 5n KIKI 

シラオイエンレイソウ 15 5n十51 KIK2T 

11 30 15u KIKIK2K2TT 

ミヤマエンレイソウ 20 10u K2K2TT 

エンレイツウ 20 10n 55 ?? 

コジマエンレイソウ 30 15n KIKI55? ? 

ム構成は， (1)染色骨量の数および形態， (2)減数分裂における割合の型， (3)外部形質の比較

などによって推論されたものである (Haga1934， 1939， Amano 1944，との研究の I，....，!II

報).とれら六種の植物の退色反臆をしらぺた結果，各JTノムはそれぞれ互に鹿別の出来る特有

な反躍模様を基ずるととがわかれゲノム構成についての推論は決定的な根擦をうるにいた

った.なお，未決定であったエンレイソウのーゲノム〈りは，ほかのゲノムとはちがうとと

* 北海滋大星第低温科怒研究所業総 務 70~廃.
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がわかり，それをと Ul-Tノムと名づけるととにした.

退色反躍の一定性

花が開きかLっている植物左 OOCの所に 4日間おき，とり出して子房内の腔珠組識を La

，Cour 2BEで固定 (20分)，水洗 (10分)， 1基定腫酸で、加水分解 (600C，20分)，水洗

何分)，脆色フクシンで染色 (45分)，水洗 (5分λ45%酷酸中でおしつぶし蓋硝子に卦剤

をほe'とナ.との方法によって退色反臆は明瞭に観察される.低温鹿理を 4日以上にのぼし

ても反臆の模様に艶化は起らない.庭理の程引は染色挫の短縮を起し，観察にむしろ不便であ

るりで，観察はナベて 4S庭理の標本によったものである.

毒事

機

第 1 圏

第 i圏 白老11，回総群の佑l鐙 1のD-7染色値.4つの詰ifs胞からとった4謝の相同染色般
を鈎J'こならべて示してある.短い腕の末撤退色部分に穏々な霊童形がみられる.多くの場
合， ~&ニおよび第四童話に示ナ形態をとる. 1500x 

まデ白老のォ、パナノエンレイソウの個髄群からとった一個髄によって反臆の一定性左示ナ

ととにナる.との個鰹の D 染色踏の長い腕に:たきた退色部分があって，との部分が動原鰹に

接ナる所と末端の正常部分につながる所の二個所に「たま」般の部分があり，とのごつのたま

り聞に粒放に染まる部分が二個所みられる.短い腕の先端にも小さい退色部分があるが，との

部分の反臆は種k 'fJ..鑓形~ナるととがあれまた反臆の現われたい場合もある.D 染色躍のと

の構造は，一つの細胞の相同封の間で常に一定であれまた同一個盟のちがう細胞の間でも一

定している(第1闘).個鵠を異にナる場合でも同じ型に麗ナる染色躍ならば，常に一定。反感

を示ナ.とのァ定性ばイ也の染色髄について‘も全く同様である(第2"..，8間).た Y僻外として，

A染色髄の退色部分にでてくる粒欣染色白部分， E染色躍の短い腕の先端にある小さな退色部

分たどは，先にのべた D染色髄の短い腕の末端退色部分と同じに，同一個骨量でも反躍が不鮮

明とたったり鑓形ナる場合がある.

二倍撞ォ、パナノエンレイソウの接型

との植物で恰， A染色髄に 14，B染色曜に 7，C染色鰹に 6，D染色髄に 8，E染色鰹

に 4種類の型があって，その組合せによって種々な核型がみられる(との研究の V報).そ
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りーふつは 5笠すの染色鰹が反蕗模様について歪部ホモになっているもので，との型は白老の倒

鰹群にのみ見出-c::;れた(第2，3;6，7園).いま， A染色髄の型が第 14型で，それがホモにな

っている場合を A-14・14というふうに記競的に示ナととにナると，白老のホモの個髄の染色

髄組成政次のごとく示される. A-14014， B-6・6，C-6・6，D-7・7，E-2・2.イ自の極端(-t， 5鈎が

ナペてヘテロにたっている型である.その一例として，と.1.11:示した静内の個鰹群からとった

一個髄D染色鵠組成は， A-5・12，B-2・3，C-1・6，D-1・7，E-3・4で示されるものである(第

4，5; 8間).との雨極端の聞にヘテロの針が 1~4 個人っている種々伝棲型が，静内，様似，厚

A 14 
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第 2，3関 白老個鐙若手のf悶鐙 1の 5~:tともホモな染色磁組成. 第 2闘の E-2染色
般釣では短い腕の末端退色がみられない.それに反し，第 3 闘の~tでは雨方の染色鐙に

oc騒が現われている.なお，第 3闘の下の?llにある C-6染色般の短い腕は例外的に;墨
色反感の極端イ七がみられる.1500>< 

C6 

第 3 画
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岸などの個館群に見出されている(との研究の V報).

a主総 義験 ~描

B3 

A 12 C6 

警毎
E3 

轟轟轟 コ器産性、 齢也、

亀許母¥ 

B2 

第 4 箇

F 
Cl 長ゑ

議
B3 ぷ重量 産品

ふ議 .1 
E3 

tラ 著者

A 12 

D7 C6 
E4 

第 5 圏

第 4，5図 書事内側鐙群の個鐙 1の 5!lftともヘテロな染色般組成.ζの1ml伎と前の白
老の級位とに共渇な型の染色般は C-6と D-7だけである.1500x 

a各

個髄によって，ヘテロの劉は常κヘテロに，ホモの鈎は常にホモ l'ζ現われる(第 1~8 臨).と

のことによっても，退色反躍は染色髄の特定部分の内的性質に関係ナる一定の反躍であるとと

が明かである.白老の個樫群では，しらぺた 19個躍のうち 13個櫨までと Lに示したS劉・と

もホモの個謹と全く同ーの接型であった.また，種々な型の染色閣がホモ或はヘテロの劉にな

って種々な核型に合まれているととが静内その他の個鰹群によって明かとたった. とれらの事

liJlは，退色反躍な示ナ染色髄の内的構建前遺f率的にも一定性をもっととを示ナものである.
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D7 ~ø_謡番

Ez 

D7 

Ez 

電静

第 6 間

C6 

第 7 圏

第 6，7臨 第 6図は鋒2，3闘に示した白老倒盛苦手の俄鐙1の{也の溺nn包からとったもの
で，同ーの像は図版 1闘に主主誌として示しである.第 7廊は白老f問鐙若手のf問後 2の染
色後最且成で， 1m位 1と同じ車且成になっている.同じf廷は図版 2闘にお良で芝公し7ごある.
1500x 
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E3 

弘
A5 

B3 

第 8 箇

第 8箇 第 4，5闘に示した苦手内側鐙群の個般 1の他の紡l胞からとったもので，よい回
定ではないが同じ像を潟漢にして岡!阪3闘に示しである .1500x 

四倍種ミヤマエンレイソウの按型

との四倍植物のグノム干蕃成は K2K2TTであって，グノム K2はォ、パナノェy レイソウり

ゲノム Klξ相同のものである Klと K2は三倍雑種シラオイェy レイソウ CK1K2T)の減

数分裂で，ほど完全'fJ.艶合をナるのであるが，グノムを構成ずる染色鵠の間に形態の差がある

ので添字 1と 2によって匿別されたのである (Haga1937).退色反躍によって，との植物

の染色髄組はそれぞれホモな 2組にわけられ， K2K2 を構~ナる染色躍は，ォ、パナノエシ

レイソウ([)A-x.x， B-6・6，C-6・6，D-7・7，E-1・1~とよく似た形態をしているととが明かに

なった.とれらの染色鰹のうち A-xは，まだォ、パナノヱンレイヅウに見出されてい紘い型

の染色鶴でるるが，とれと閉じ型。染色髄はコジマエンレイソウりなかにも合まれている.と

の事賓によってA-xは K2 グノムの染色髄としたのである.K2に属ナる一極右ど除いた染色

鰭組がミヤマエシレイソウの TlTノムであるととはいうまでも主主い(第 9間).

Tグノムの C染色櫨は， K2グノムの C染色樫と似ているが，そり他の染色樫はとのグ

ノムに特有主主反膳模様を示している.TlTノムの E染色簡には退色部分が査くみられ主主い.

退色部分を全く示さない染色髄は，現在までの観察ではとの染色髄だけである. K2 lTノムは

Klグノムに似た反臆模様そ示ずが，全く同じもりではない.とのととは，lTノム構成が KIK2

Tである三倍雑種シラ才イエンレイソウで， Klの反躍は極めて明瞭に現われるのが，同じ模

に合まれている K2 と T([)反臆ば現われにくいという性質にもみるととができる(第 10国).

染色鰹の野合の方からみると，近い栴間関係にあるとれらこつのゲノム KlとK2が，ゲノ
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Ak2 Dt 

Dk2 

Bt 

Bk2 

第 9 関

第 9鼠 白老の群落からとったミヤマエジレ 1yウの染色健組成.ナべての型の染色怪
がホモにはいっている.添字 k2 と tはそれぞれゲノム K2および Tに濁ナる染色後
を示している . 1500x 

Ez 

D7 

Dr 

第 10 圏

MlO闘 白老の群落からとった三倍雑緩シラオイ z シレイ Y ウの染色綾組成.ォ、パ
ナノ Z シレイ Y9'の白老・のホモなf間後〈第 2，3，6，7悶〉のや数組と主ヤマエジレイ Yウ
の字数組の合ーであることが切かである.ォー、パナノ =yレイ Y ウの染色樫は，染色陸

型の番務だけを添字としてつけてある.なお，同じ像は脳波4M霊に主主民にして示してあ
る. 1500x 
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ム分化の進化過程I'L~ないでどのような相互関係にあったものであろうか，との問題はわれわれ

の研究における中心課題の一つで、ある.

三倍雑種シラオイエンレイソウの稜型

との植物は，染色髄の数，形態，行動および外部形質の比較から二倍種ォ、バナノエンレイ

ツウと西倍種ミヤマエンレイソウとの間の自然雑種と推定されていたものである(との研究D

I--IU報y.白老の群落からとったシラオイヱシレイソウの翠色反躍は，正しく白老のホモ型オ

、パナノヱシレイソウの学教組 Kl(A-14， B-6， C-6， D-7， E-2)とミヤマエシレイヅウの

字数組 K2Tの合ーでるるととを明かにした(第 10闘).とれによって，との植物の起原に

ついての推論が正しく遁中していたととが確詮されたわけでるる.

白老の特殊な個館群を除けぽ，静内，様似，厚岸危どfの個館群に麗ナるォ、パナノヱシレイ

ソウで、は， 5 ftの染色髄が全部ホモになっている場合はなく，多かれ二少かれ幾劉かはヘテロに

たっており，また同じ組合せの稜型も殆l:'でてとたい.その嘗然の結果として，三倍雑種シラ

オイヱシレイソウに合まれるグノム Klの染色髄構成は個簡によってちがっている.荷札内の

4偲韓に合まれている Klの構成はヨえのごとくであった.

f同盟番披 Klグノム D染色鰹構成

MsH-1 A-10 B-2 C-3 D-5 .E-2 
目2 A-14 8-3 C-5 D-5 E-4 

-3 A-14 B-2 C-3 D-5 E-3 

-4 A-I0 B-3 C-5 D-5 E-3 

グノム Klの種々な染色臨鑓異にくらべ，ミヤマエシレイソウ左構成ナるこっゲノム K2と

Tの染色髄構成は一定で安定している(第9--11園).との事費は，グノム分化の開題との関

連において示控にとむ事柄である.

穴倍種シラオイエンレイソウの稜型

との植物ば三倍雑種シラオイヱンレイツウに極めてよく似た植物である.三イ音雑種の染色髄

ft合の最頻型は 5n十5rで，種子形成からみた稔性は南親植物にくらべ著しく低い (Haga

1937，1942).染色館組が倍加したものと推定されたとの六情植物の染色髄割合は 15nで，種子

形成の能力も正常になっている.静内の群落からとった一個髄の退色反躍は，との植物の起源

に閲ナる推定を正しく詮諜づけるものであった.ナなわち，ミヤマエンレイツウの K2K2TT

の4組に，ォ、パナノエンレイツウの KIKlの 2組が加わってとの植物の染色館組が構成さ

れている.K2K2TTの構成段，全くミヤマヱy レイツウと向じもので，すべての鈎がホモにな

っている.一方，KIKlの構成段 A-5・5，B-4・4，C-6・6，D-5・5，E-2・2でやはりホモにな
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っている(第11闘).ととろが，静内の才、パナノヱy レイソウの偶櫨群は極端にヘテロ1i1i問

髄群であって，しらぺた 44個韓ナべてが互にちがう稜型を示し，また5艶の染色鰹がナベて

ホモになヮている偶樫は見出されていない.したがって，とり六倍植物で瓦IK1がホモになっ

ている事責は，減数されたt性細胞の受精直後に起った染色髄倍加によってとの植物ができたと

とをと示ナものと考えられる.静内のォ、パナノヱシレイソウの個髄群に寅i授にみられた模型

Bt 

おも

Ck2 

Ct 

t Dk2 
C6 

第 11 圏

第 11図 六倍シラオイ Z ジレイ Yウの染色綾総!丸ナペてのま誌がホ
モであって，ォ、ノマナノエジレイツウの-，畿の組とミヤ-v=ν レイ y

ウの二銭の組とにわけられる. 1500x 
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A-2・5，B-2・4，C-2・6，D-5・5，E-3.3，或は A-5・5，B-2・4，C-5・5，D-2・5，E-2・31't.E 

に近い模型の個耀がとの交雑にるデ、かったものであろう.三倍雑種にみられたように，との六

倍植物で、も KllTノムの構成に鑓異があるかe.'うかというととは，との植物の護生時期につい

て一つの示唆を奥えるであろうが，現在の観察はまだ一個髄にかぎられているので，それにつ

いては今後の研究にまたなければならたい.

盟倍種エンレイソウの按型

との植物の染色髄組成は，ナべての掛がホモになっており，二組のちがう組にわけるととが

できる.しかし， e.'の組合せでそれぞれの組が構成されるかは明かでない.との植物の花の構

浩は，花踏のないとと，堆誌の構法，花器に赤紫の色素があるととたどで，他の植物の花とは

著しくちがった性質をもっている CHaga1937， 1939， Amano 1944). また，普通固定法に

よる場合でも染色髄組は明かにちがうこ組にわけられ，減数分裂における艶合も 10nであっ

て，との植物が異質四倍鰹であるととに疑いがたい (Haga1934，との研究の III報).退色

反臆の模様も他の植物にはみられない濁特のものである(第 12国).とれらの理由によって，

との植物のこつのゲノムを SとUで示ナとととする.それぞれのグノムを構成ナる染色櫨

E. 

t¥.u A写
駒

c .... 

第 12 鼠

第 12闘 Z シレイ Y>7の染色慨組成.染色健を区別ナる促震のため，

ゲノム言己競の小文字を添字につかってるるが，ゲノム Sおよび Uを

格成ずる染色鐙の組合せばまだ決められていない.ζ の像は， li霊長に
して図版 5院に示しである. 1500x 

'; 

Au 
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の組合せば不明で、あるが，闘では As，Au.・・..主主主のようにグノム記披の添字をつけて各染

色飽を匿別ずるととにした.とればもとより記述の便宜のためでそれ以上の意味はない.

六倍種コジマエンレイソウの按盤

との植物は，二倍種ォ、バナノエンレイツウと四倍種ヱシレイソウの交雑によって生じた六

倍樫と推定されていたものである (Haga1939， Amano 1944，との研究の III報).退色反

Eu 

Cu 

DkZ 

Bs 

第 13 鼠

Es 

A惨警富島 Cu 

線

Akl 

BkZ 

Eむ

第 13圏 コグマエシレイ Yウの染色盤組成.エジレイ Yウの染色櫨総と K2ゲノムを
鱗成ナる染色磁組の合ーであることがわかる.同ピf祭は主室長にして図版 6協に示しで
ある . 1500x 
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E震は明かにとり推論を誼援づけるものでらった.ナたわち，二組の染色鵠組はエンレイソウの

染色盟組に全く一致ナるもりで喜うれ残りり一組ばミヤマエシレイソウのグノム K2にほ Y一

致ナ~ととが確められた(第 17 園).とり植物に合まれている K2 ば，ォ、パナノヱy レイ

ソウの E-2型の E染色瞳を合んでいる動でミヤマエンレイソウの K2 とちがっている.ミ

ヤマヱシレイツウの K2のE染色躍は E-1型でるる.ナペての染色韓がホモの劃になっ。てい

るととは園にみると3なりである.

二つりちがう種，四倍種ミヤマエンレイソウと六倍種コジマヱシレイソウの雨方に K2グノ

ムが含まれているととは，とれらの種が形成された進化過程の或る時期に，二倍種 K2K2が

相官ひろく生育していたとと友示唆ナるものであろう.ナでにのべたように，とのKzグノム

が合んでいる E型染色盟に，ォ、パナノエシレイソウの E-1型のものと E-2型のものがあ

る.との事貫は，ミヤマエンレイツウ，コジマエシレイソウたEが自然交雑によって形成され

たその時代ナでに， K2 l:lノム1'1:，現在のォ、パナノエシレイソウの K1ゲノムにみら-れるよ

うな鑓異が或る程度起っていたととを示ナものである.との盤異が~-([)程度のもりであったか

は，倍数種の観察例をまナととによってるる程度明かになるであろう.

むすび

ちがうグノムは，互に匡別のるるそれぞれ特長のるる一定の退色反臆を呈ナる.退色反躍の

との特性によって，貴験的交雑を基礎とナるダノム分析が成功してい訟いとの属の倍戴植物の

グノム分析が方法的に解決されるととになった.退色反臆によるグノム分析の結果は下に示ナ

ごとくであって，そればとの研究の第 I--IH報にのペた推論に決定的な論譲を奥え，またよ

り詳細た駒を確定的にしている.

植 物 染色館教 染色鵠封合 ゲノム構成

ォ、パナノエy レイソウ 10 5n KIKl 

シラオイヱシレイソウ 15 5n十5J KIK2T 

グ 30 15n KIKIK2K2TT 

ミヤマエンレイツウ 20 10n KX2TT 

エンレイソウ 20 10n SSUU 

コジマエシレイソウ 30 15n K2K2SSUU 

ヂノム KlI'C.種々 た染色鵠建異DあるととほとD報告でも部分的にふれているが，とのゲノ

ムと染色骨単身合において極めて近い相同調係にある Kzゲノムにも襲異がみられたととは，ミ

ヤマエンレイソウ，コジマエンレイソウの出現した時代ナでに K2グノムの捷異が起っていた

ととを示唆ナる重要な事責である.とれに反し，現在倍童文種にのみ合まれている三つ([)1Tノム

T， S， UI'C.捷異がみられないのは興味ぷかい. もっとも，との事責についてほ倍童文種。分析
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例が増加ナるまで結論を保留ナる必要があろう.

いヂれにしても，ォ、バナノヱンレイソウのゲノム Klは現在では非常に複雑な複合鵠にな

っているととは事貫である(との研究の V報).との Klと現在倍敷韓にのみみられるK2と

の進化過程における相互関係は，グノム分化の中心問題Eどとく重要な鍵である KlとK2は

グノム複合龍 K の進化過程の二つの時期における分化の程度を指示ナるものと考えられる.

三倍雑種シラオイヱンレイソウのゲノム構成 K，K2Tに1ないては， KIK2の針合がほY完全で

あるのに，六倍睡シラオイヱンレイソウの KIKIK2K2TTの構成では多債野合が起らない.

との事責は， KlとK2とが近い相同の関係にはあるが同一ではないととを示すもので，上に

のべた推論に一つの論擦玄奥えるものと考えられよう.

との研究は，日本畢術振興舎および日本撃術研究舎議の援助によって行われたものである.

とれらの舎に謝意を表ナる次第である.
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Trillium. IV. Genom-analysis by Means of Differential Reaction. 

Resum邑

(1) Plants just before flowering were placed in a cold chamber kept OOC for 4 days 

long. Then， the ovular tissue昌 werefixed with La Cour 2BE， stained with leucoイucshin

and smeared in 45% acetic acid following， principally， the procedure advanced by Darl. 

ington and La Gour (1938). 

By the low temperature treatment sp巴dficsegments of the chromosomes become slender 

and remain unstained. This is a phenomenon called the differential reaction of the chro-
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mosomes.(cf. Darlington and La Cour 1938， 1940， 1941). 
(2コPatternsof the reaction are constant for a given chromosome irrespective of the 
chromosomes from different cells of the same individual or those from different individu-

als containing chromosomes of the same type. The present statement will be convincing， 
for ex:丘mple，with 4 homozygous D-7 chromosome pairs from 4 different cells of an indi-
vidual of T. kamtschaticum (Text-fig. 1; for further see Text-figs. 2-8). 

(3) By virtue of this constancy of the differential reaction， in T. kamtschaticum， 14 
types are distinguishable in chromosome A (A-1， A-2，……， A-14)， 7 types in chromosome 

B (B叩 1，B-2，……， B-7) ， 6 types in chromosome C (C-1， C同2，……， C-6) ， 8 types in chro-

mosome D (D-1， D-2，一…， D-旬、8)and 4 types in chromosome E (E-1， E-2，……， E-4). A 

hundred of karyotypes were found in natural populations of this plant due to various com-

binations of these chromosomes. In one of the extreme cases all 5 chromosome pairs are 

present in a homozygous condition (Text幽figs.2，3 & 6 from 3 metaphases in an individual. 

Text-fig. 7， the same karyotype from the other individual). In the other extreme， all 5 

pairs are heterozygous (Text-figs. 4，5 & 8from3metaphases in an individual).There are 

innumerable cas邑sof int色rmediatingheterozygoty betw巴enthese two extremes. 

(4) In striking contrast to the case above mentioned， no variation was discernible in 
the chromosomes of the polyploid speci鈴 (Text-figs.9-13). Basing on this constancy of 

the chromosomes in the polyploids， genomic constitutions of the polyploid species are de帽
termined as follows 

Plant Chromosome Genomic Text-fig. Fig. in Plate 
number pairing constitution 

T. Kamtschaticum 10 5n KIK， 2-8 1，，-，3 

T. Hagae 15 5n十5r KIK2T 10 4 

T. Hagae 30 15u KIK，KzK2TT 11 
T. Tschoskii 20 10n K2K2TT 9 
T. Smal1ii 20 15n SSUU 13 5 

T. amabi1e .30 15n KzK2SSUU 13 6 

The Present results conform perfectly with the conclusion derived from the other evi-

dences (cf. I~III of this series). 

(5) Genom K2 is in highly homologous relation with K1-complex of T. kamtschaticum 

(cf. I"-'III of this ser旬s).Then， it is noteworthy to remark that the genom K2 is com-
prised in two different polyploid species， that is， in tetraploid T. Tschonoskii and in 
hexaploid T. amabile. But， genom K2 in T. amabile is different from that in T. Tschono・

skii with regard to the types of chromosome E. These facts suggest， probably， that Kz 
represents the progenitor of the pr邑sent-dayKrcomplex and that the present-day variation 

in K1-complex is already initiated in a stage or stages at which the polyploid species are 

arisen through hybridizations. 

園服説明〈倍率 3，600x. その他 800x)

1"-'3，ォ、パナノ z シレイ Yウ. 1，本文~í 6臨と問じf公 2，本文策 7図と同じ像.3， :¥'語長の上に
でている一組は本文俸 8IlSi:lと同じ像.下にでている一組では染色般が著しく短くなっているが，
上の一組と同じ構成である.

4， 三倍雑種シラオイエシレイ Yウ.本文第 10翻と肉じ像.

5， エシレ 1>'ウ，本文傍 12協と伺じ像.

6， コジ 7 :x..y レイ Y ウ.本文第 13閣と同じ像.




